
　２．東北（地域別調査機関：（財）東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

一般小売店［雑
貨］（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災により被災した地域で買物需要が増え
てきており、当社に良い影響を及ぼしている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・東日本大震災により買い控えをしていた人の動きが
活発になっている。店を休業することなく営業できた
ため、来客数が増加している。被災者が改めてトータ
ルで買い求めているため、販売量、単価共に増加して
いる。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・売上は前年比123％と大幅に伸び、前月の同76％を
穴埋めした形となっている。半径200ｍ圏内の競合店
に比べ商品の供給体制が早く回復したため、品ぞろえ
で他店を圧倒し、来客数が増加したことによる。

やや良く
なっている

一般小売店［書
籍］（経営者）

お客様の様子 ・例年、新学期を迎える４月は売上が期待でき、それ
に加えて東日本大震災による特需なのか、週刊誌の震
災特集号の売行きも良い。ただし、３月の売上減の分
が４月にずれ込んでいることもあり、景気の良し悪し
は判断しがたい。

百貨店（企画担
当）

来客数の動き ・４月23日から東日本大震災前の通常営業に戻ってい
る。こうした状況では景気がやや良くなっているとは
いえないかもしれないが、この一週間の動きから、前
年と同じ曜日で比較すると、来客数は増えており、営
業数値も前年を上回っている。

百貨店（広報担
当）

販売量の動き ・食品を中心に、生活物資関連の売上が前年比２けた
の伸びを見せている。

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・東日本大震災の影響で買い控えや買物の自粛をして
いた客が４月に入り買物をしている。婦人服の売上
は、催事場の実績が良く、前年比で100％は乗ったも
のの、セールを含む元売場は前年まで及んでいない。
催事場に関しては、３月に予定されていた店外催事が
中止になったため、４月はその反動で動員がかかって
いる。気温がなかなか上がらず、気温対応のコート類
や羽織物アイテムが好調に動いたことや、地震を受け
て、カットソー類といった、起きてすぐに動ける洋品
アイテムの動きが活発となっている。

百貨店（経営
者）

お客様の様子 ・ようやくイベントや催しを開催できるようになっ
た。客も、自粛が続き購買意欲が停滞していたが、広
範囲から前年以上に訪れている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・東日本大震災以降、近隣の競合店が一時休業中で
あったため、来客数が大幅に伸びている。

スーパー（販促
担当）

販売量の動き ・東日本大震災直後の商品需給バランスの崩れから、
消費者の買いだめ傾向が続いており、商品の購買数が
大幅に増えている。

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・東日本大震災の発生後、機能不全に陥っていた物流
は回復し、商品供給が改善されてきたため売上は回復
してきているものの、震災前の水準には戻っていな
い。

コンビニ（店
長）

単価の動き ・全体的に良くなっているが、特に建設業界の客の来
店回数や使う金額が上がっている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・東日本大震災の影響と思われるが、本来は３月に需
要があったであろう入学式ニーズやフレッシュマン、
そして葬儀用の礼服を目的とした客が増えている。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・東日本大震災の当日から営業し、地元の顧客から信
頼を得たことに加え、競合店の間で復興に向けた取り
組みに温度差が生まれ、自店に客が流れてきたことか
ら、買上点数が大きく伸びてきている。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災の影響で新車の供給が滞るなか、来客
数は増えている。また、新車受注も、納期はかかるも
のの早めの商談により前年比で伸びている。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・東日本大震災の復興需要で販売量が増えている。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・震災復興関連で商店街を歩く人が増えている。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

それ以外 ・売上、来客数共に伸びているものの、東日本大震災
の影響で、最初は買いだめ、その後は買い控え、とい
う傾向が見られたため、良し悪しの本当のところはわ
からない。

家計
動向
関連



一般小売店［寝
具］（経営者）

お客様の様子 ・東日本大震災で家財を失い、避難所を出てアパート
を借りる方々の寝具の需要が増えている。ただし、高
い寝具を購入する人は少なく、安いものを買って間に
合わせる人が多い。また、毛布やタオルケット等の２
次製品はいろいろな人から貰うようで、売れない。

百貨店（販促担
当）

来客数の動き ・中旬から回復傾向にあり、定価品が戻ってきてい
る。ただし、ファッションに関しては食品やリビング
に比べ伸び率が依然として低い。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・東日本大震災が発生してから４月の１週目くらいま
では、来客数及び販売量が非常に増え、売上も異常な
ほど上がったが、４月の２週目以降は、逆に買い控え
が始まってきており、通常の状態に戻りつつある。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・中旬までの景気は明らかに悪かったが、下旬以降は
幹線道路沿いの店舗を中心に、復興関連と思われるブ
ルーカラーの客が急増している。売上、客数の増加
は、外的環境の変化だけでなく、商品供給体制の回復
に伴う品ぞろえの充実と営業時間の拡大によるところ
も大きい。いずれにせよ、目に見えて動きが出てきた
ことは良い兆候である。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・東日本大震災の影響で前半は厳しかったものの、中
旬以降は被災地からの客や３月に買いそびれた客の来
店が多くなっており、販売量は増加している。

衣料品専門店
（経営者）

それ以外 ・東日本大震災等により製造、物流が停滞し、２次、
３次被害の懸念が表面化してきている。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・この時期にしては来客数が少なすぎるため、売上も
低迷している。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・ビジネスマンの買い控えが多くなってきている。

衣料品専門店
（総務担当）

お客様の様子 ・東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故により
不安定な状況が続いており、景気は悪い状態である。

家電量販店（店
長）

来客数の動き ・東日本大震災や家電エコポイント終了などにより景
気後退ムードがあり、客の購買意欲が減少している。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・東日本大震災の影響で一時的に落ちていた販売量
が、震災前と同程度まで回復してきている。

その他専門店
［呉服］（経営
者）

来客数の動き ・余震の影響もあってか、来客数が減少している。

その他専門店
［パソコン］
（経営者）

販売量の動き ・東日本大震災の影響もあり、商品の価格は高値に
なっているものの、震災関係の地区では物販の動きが
良くなっている。

その他専門店
［白衣・ユニ
フォーム］（営
業担当）

販売量の動き ・東日本大震災の影響で、作業服や工具関係の取扱店
は客が殺到しているものの、納入は落ち込んでいる。
企業向け、官庁関係共に案件が少なく苦労している。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・東日本大震災直後は一時的に売上は大分落ち込んだ
が、自粛ムードも和らいできており、多少は客が戻っ
てきている。しかし、依然として厳しい状況は続いて
いる。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客は新規の設備投資に消極的である。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・東日本大震災の影響で、結婚式の取り止めや延期は
増え、花見や歓迎会などに出かける人は減っている。
そういった華やかな場所に出かける際に美容室に立ち
寄っていた人が、震災直後からめっきり減っている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・東日本大震災の影響がまだ続いており、買い控えが
進んでいる。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・商品の流通がやや停滞していることに加え、消費者
の節約志向もあり、飲食店や酒店の動きが大変鈍く
なっている。

一般小売店［ス
ポーツ用品］
（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災以降、各種大会が中止や延期となって
おり、その影響で購買が落ちている。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・東日本大震災直後は営業もままならず売上が激減し
たが、４月中旬以降はほぼ通常通りの営業に戻り、売
上も回復しつつある。一方で、顧客ニーズは被災を受
けた商品の補充や卒入学、新生活用商品に偏ってお
り、全体として売上が回復しているわけではない。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・東日本大震災直後の買いだめの反動が出ており、来
客数は前年並みだが買上点数は減少している。



スーパー（店
長）

お客様の様子 ・先月は東日本大震災という特殊な環境のなか、買い
だめにより売上を大きく伸ばしたが、今月の第２週以
降は明らかに買い控えの傾向が出ている。震災後の購
買動向は特異的なもので、家庭内の食料品の在庫は相
当あるのではないか。

スーパー（総務
担当）

単価の動き ・平均単価は依然として４％弱の前年割れが続いてい
るものの、食料品の売上は伸びており、来客数、買上
点数共に増加している。ただし、周辺の地場産業はか
なり疲弊している。農業や水産業、観光、広告及び印
刷業界、さらには飲食店なども良い話は聞かれず、解
雇や失業の話が多い。

スーパー（営業
担当）

お客様の様子 ・東日本大震災の影響で消費が鈍っている。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・東日本大震災による被害は甚大で、消費が落ち込ん
でいる。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・東日本大震災の前と比較すると来客数は２割程度減
少している。ただし、直近では被災地域への自衛隊や
ボランティア団体の流入により、近隣店舗は前年値を
大きく上回っており、東北全体でも前年比100％近く
まで回復している。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・東日本大震災による影響が少しずつ出始めており、
高額商品の買い控えなど消費自粛の傾向が見受けられ
る。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災以降、自粛ムードにより販売は不振で
あり、車検についても低価格傾向が一段と強まってい
る。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・東日本大震災以降、総じて買い控えの傾向にある。

乗用車販売店
（経営者）

それ以外 ・新車及び中古車は、被災地周辺を中心に東日本大震
災による特需が発生している。受注は前年比30％増と
一見好調に見えるが、納期に大幅な遅れが生じる影響
で、売上には結び付かず、経費がかさむ要因になって
いる。

高級レストラン
（支配人）

それ以外 ・東日本大震災による消費の手控え、事業の休止や縮
小、失業及び賃金カットなど、お金を使う環境がまだ
整っていない。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・東日本大震災の影響から、できるだけお金を使わな
いでおこうと考える人が多いためか、来客数が減って
いる。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・東日本大震災以降、宴会を始め、レストラン、宿泊
のキャンセルや延期が相次いでいる。さらに、計画停
電についての発表により、企画、イベント関係は自粛
している。ゴールデンウィークを控えているが動きは
鈍く、今後の見通しが立たないのが一番の不安材料と
なっている。一刻も早く、自粛を止めてもらいたい。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・東日本大震災直後の先月に比べると若干落ち着きが
戻り、来月以降、会合の実施も増え始めている。宿泊
も震災見舞いや復旧支援の関係者で満室が続いてお
り、売上は前年比の４割程度まで回復している。ただ
し、大型の宴集会はキャンセルが続いている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・東日本大震災の影響により、観光客が激減してい
る。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・機材レンタルや食品業など、東日本大震災による特
需も一部で見られるが、全体の景気は相当に落ち込ん
でいる。特に観光業は大きな打撃を受けている。通信
業でも新規契約が落ち込んでいる。

通信会社（営業
担当）

それ以外 ・東日本大震災の影響で景気が悪くなってきている。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客の状況もかなり差はあるが、全体的に設備投資意
欲は冷え込んでおり、経費削減にさえ手が回らない状
況も多いようである。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・東日本大震災以降の景気の底から脱したものの、経
済活動としてはまだ復旧の段階といえる。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・東日本大震災による被害調査以外に仕事がない。

住宅販売会社
（経営者）

競争相手の様子 ・当地域に限ったことではないが、東日本大震災によ
る製品納期の混乱から工事の完成が延期となり、それ
に伴い工事待ちの現場が増えている。地域経済そのも
のが停滞し始めている。



悪く
なっている

商店街（代表
者）

それ以外 ・東日本大震災の前後で状況が大きく変わっており、
比較できない。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・中旬まで、商店もデパートなど大型店も食品以外は
開いていない状態が続いていた。これでは売上を望む
べくもなく、例年の半分以下でも仕方がないとあきら
めているところである。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・東日本大震災の影響は計り知れず、いまだ景況を語
れる状況に至っていない。

一般小売店
［酒］（経営
者）

競争相手の様子 ・飲食店には客が入らず、閉店する店も多くなってい
るため、商品の動きが少なくなっている。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

それ以外 ・東日本大震災から１か月半が過ぎているが、繁華街
の復興は、はかばかしくなく、廃業する店も続いてい
る。特に、高級料理店を５軒も営業している店がつぶ
れたことは、当地のものにとってショックが大きい。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・被災地であるため、多くの家屋、商店街が破損し、
普通の経済活動が行えない状況にある。復興関係は忙
しそうにしているが、娯楽関係は壊滅的な悪影響を受
けている。

一般小売店［カ
メラ］（店長）

来客数の動き ・東日本大震災以降、来客数の減少傾向が続き、売上
も激減している。

百貨店（経営
者）

来客数の動き ・東日本大震災以降、悲惨な情報の連続により消費マ
インドが悪化している。食料品等の生活必需品は売れ
ているが、ぜいたく品関連は厳しい状況が続いてい
る。

百貨店（経営
者）

販売量の動き ・東日本大震災の影響で、高額商品ほど売れなくなっ
ている。

スーパー（経営
者）

販売量の動き ・東日本大震災の影響が続いている。人口減少のため
購買力は減退しており、内陸部においても消費マイン
ドが低下している。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・東日本大震災直後に先食い、仮需要等があったた
め、必要な商品以外は買わない傾向が見られる。ま
た、ガソリン等の値上げにより、日曜日の買い回りが
減っている。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・初旬は東日本大震災の影響でまとめ買いが見られ、
売上は比較的あったが、中旬以降はまとめ買いの反動
が大きく、売上がかなり落ち込んでいる。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・東日本大震災以降、４月23日まで時間短縮で営業し
ていたため、客数は前年比50％、客単価は同120％で
ある。４月24日から24時間営業を再開し、来客数は同
90％まで回復しており、客単価は同120％で推移して
いる。客単価が高い理由として、近所のスーパーに比
べて当店の品ぞろえが徐々に良くなっていることに加
え、余震が続いているため、少しでも買物をしておこ
うという客の意識がうかがえる。

コンビニ（経営
者）

それ以外 ・東日本大震災の影響で、商品物流が完全に回復して
いないため、欠品の多い状態が依然として続いてい
る。また、前半は営業時間の短縮を余儀なくされたた
め、売上は前年比80％、来客数は同72％である。一
方、客単価は、たばこの値上げが要因となって同
111％である。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・東日本大震災以降、一時的な特需はあったが、物流
が滞ったことで商品が続かない状況が続いていた。こ
こ最近、物流がようやく元に戻ったが、客の買い控え
もあり、景気は良くない。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・先月から続く自粛ムードの影響で、春の旅行を中止
したり、春物需要に影響が出たりといった動きがみら
れる。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新車の販売見込みは、受注量は前年を上回るもの
の、販売面では供給ショックを受け、前年同月比で
45％前後となっている。地域別に見ると、被災地では
復旧需要が多く発生しており、中古車は前年の1.5
倍、サービス売上は約10％増となっている。一方、内
陸部においては、被災地に対する妙な気遣いがあるか
らか自粛ムードにあり、新車、中古車、サービス共に
前年を割り込む状況となっている。

乗用車販売店
（経営者）

それ以外 ・東日本大震災による損失で、購買意欲が低下してい
る。



自動車備品販売
店（経営者）

それ以外 ・東日本大震災の影響による自粛で、飲食、観光関連
業は売上が90％以上減少しており、他の業種も原材料
や資材の入手に難儀している。消費マインドが大幅に
低下している。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・東日本大震災による直接被害に加え、間接被害とし
て売上も減少しており、対策を立てられない状況であ
る。

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災以降、ガソリンを始めさまざまなもの
が不足し、物が動かなかったが、ようやく少しは動き
出してきている。ただし、先行きが不透明なこともあ
り、耐久消費財の方までは回ってきていない。

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災により、当店も１か月の休業を余儀な
くされ、４月半ばからようやく営業再開にこぎつける
ことができた。

その他専門店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・東日本大震災及び断続的に続く余震等で、人的物的
被害が少なかった地域でも、節電などの影響で、すべ
てのイベントが中止や自粛になっており、街の中が全
く動かない状況になっている。観光客のキャンセルも
相次ぎ、宿泊施設からの注文はゼロに等しい。経営的
に危機的状況に陥っている事業者も少なくない。

その他専門店
［食品］（経営
者）

それ以外 ・福島第一原子力発電所事故の影響が大きい。当地は
観光産業が盛んな場所だが、隣県での放射線報道のた
め観光客が激減している。

その他専門店
［靴］（経営
者）

お客様の様子 ・生活必需品と非常用品は動きがあるが、それ以外の
ものには動きがなく、自粛、節約ムードがはっきりと
見られる。

その他専門店
［酒］（営業担
当）

お客様の様子 ・東日本大震災以降、イベントや歓送迎会関連の飲食
が自粛されており、経済的被害もひどい状況である。
後半からは少し変わってきたものの、今月もかなりの
落ち込みが予想される。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・東日本大震災以降、客が不要なものを購入しなく
なっており、前年比85％前後で動いている。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

お客様の様子 ・東日本大震災以降、売上が大幅に減少しており、景
気はますます悪くなっている。

高級レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・良くなる要素がない。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災前も景気が悪かったが、震災後は入っ
ていた予約もすべてキャンセルとなっている。

一般レストラン
（経営者）

それ以外 ・東日本大震災以降、ガスの供給停止もあり１か月ほ
ど休業していたため、かなりの落ち込みとなってい
る。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・東日本大震災の復旧作業で来ている工事関係者が来
店することもあったが、景気は悪くなっている。地元
の企業でも、体力のないところはどんどん潰れていっ
ている。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・東日本大震災の余波が引き続き地域全体に広がって
おり、復興にも相当に時間を要するため、人が街に繰
り出して食事を楽しむ余裕が見受けられない。

一般レストラン
（支配人）

販売量の動き ・東日本大震災の影響が依然続いており、売上が前年
比50％となっている。特に自粛ムードが強いため、夜
の売上が惨たんたる状況である。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災では、地震、津波、福島第一原子力発
電所事故とこれまで経験したことのない事態が起こっ
ており、比較は不可能である。発生後、２週間ほど電
気や水が止まり、一般客の営業を中断したが、その
間、災害復旧のための支援隊が毎日300～400名ほど宿
泊し、現在も継続している。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・東日本大震災による風評被害がひどく、３、４月は
県外からの客はほぼ全滅となっている。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・東日本大震災以降、すべての予約がキャンセルと
なっている。災害救助法にもとづく避難所に指定さ
れ、当旅館を含め温泉地区全体で800人ほどが宿泊し
ているが、地域経済を押し上げるほどではない。ま
た、工事関係者の宿泊需要もあるが、いずれも一時的
である。



観光型旅館（ス
タッフ）

販売量の動き ・東日本大震災の影響で宿泊キャンセルが多く、今月
の販売量は前年比で50％減である。ゴールデンウィー
クを前に一時的に予約数は伸びたが、それ以降は問い
合わせも少なく、予約がない。

都市型ホテル
（経営者）

お客様の様子 ・売上は前年比55％減となっている。例年だと歓迎会
シーズンだが、今年は中止や延期するところが多く
なっている。福島第一原子力発電所の問題や自粛ムー
ドがあり、結婚式も７割が延期となっている。一部、
宿泊だけが復旧支援の特需で上回っているが、それ以
外は軒並みダウンしている。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・東日本大震災の影響で新幹線がストップしたため、
客が当地まで来ることができなくなっている。また、
自粛ムードにより、一般の宴会がなくなっている。た
だし、婚礼は中止でなく延期となっている。

都市型ホテル
（スタッフ）

それ以外 ・東日本大震災によりキャンセルとなった一般宴会
は、官公庁の自粛解除に伴い７、８割まで回復した
が、宿泊部門は低迷している。震災の影響は計り知れ
ない。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・新幹線が営業を再開しておらず、空港も本来の動き
でないため、商品づくりが全くできない状況となって
いる。

タクシー運転手 販売量の動き ・こういった状況なので仕方ないが、乗客が少ない。
タクシー運転手 来客数の動き ・東日本大震災の影響で景気が非常に悪くなってい

る。
通信会社（営業
担当）

それ以外 ・来客数及び販売数は前年を上回っているが、震災特
需の傾向が大きく、単純な比較はできない。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・東北６県以外からの団体客及びフリー客が全く来な
いため、来客数は前年比90％減となっている。

遊園地（経営
者）

来客数の動き ・東日本大震災以降、35日間休業し、その後、復興
キャンペーンとして９日間入園を無料にして再開した
が、それなりの手ごたえは感じられた。しかし、営業
収入の機会損失と震災復旧費用の負担は大きい。

競艇場（職員） それ以外 ・東日本大震災の影響に加え、震災後の政府の支援が
不十分である。

美容室（経営
者）

単価の動き ・東日本大震災により、営業店舗も半分になってい
る。また、価格も通常の半分で提供しており、営業店
舗でも前年比100％の水準には戻っていない。

その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

それ以外 ・当地域は直接の被災地ではないが、東日本大震災発
生後の経済活動は停滞というより沈降している。ゴー
ルデンウィーク直前のこの時期になっても回復の兆し
は全く見られず、原材料の不足とガソリン及び燃料の
高騰だけが進んでいる。

良く
なっている

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・市役所のリフォーム工事補助金事業が引き金となっ
て民間小口工事を掘り起こし、増加につながってい
る。

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・東北の清酒を購入して復興支援をとの動きから、今
月に入り関東以西からの受注が大幅に増えている。思
いもかけない復興支援需要で、当県及び隣県の蔵元は
供給が追い付かないほどで、地元消費の低迷を大きく
カバーしている。

やや良く
なっている

食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災直後の仮需要は落ち着いたが、日持ち
のする食品は店頭での動きも良く、業界をみても増産
している会社が多い。

食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量が改善してきている。ただし、東日本大震災
による特需の要素もあり、慎重に状況判断する必要が
ある。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・取引先の出荷数が増加してきている。

変わらない 金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・各業種で売上が減少している。また、災害及び復旧
資金の需要が増えている。

やや悪く
なっている

農林水産業（従
業者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災後、直売所に出している農作物の売行
きが良くない。

繊維工業（経営
者）

取引先の様子 ・東日本大震災により東北地域は未曾有の被害を受け
たため、地域経済は大きく停滞している。特に、当地
域は福島第一原子力発電所事故による放射性物質の問
題で、今後どの方向に向かうのか予想もつかない状況
である。ただし、業種によっては災害復旧需要の恩恵
を受けるため、一概に悪いとはいえない。

企業
動向
関連



出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・民間の仕事が抑えられている。

土石製品製造販
売（従業員）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響で、当初予定していた建設工事
はほとんど中止となっている。工場も地震や津波の影
響で稼働できなくなっている。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響が大きい。省エネや節約、エコ
の傾向にあるため、開発製品もプレミアム製品からエ
コノミークラスが中心となり、売上が減少している。

建設業（企画担
当）

取引先の様子 ・東日本大震災での被害により、全業種で悪化してい
る。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・東日本大震災により、通常の営業活動が困難で、新
規顧客獲得に動ける状況にないため、既存顧客のケア
に集中している。

悪く
なっている

農林水産業（従
業者）

それ以外 ・今年の果物は放射性物質に汚染されているとの風評
被害があるため、農業者の間からは例年通り販売でき
るか心配する声が聞こえてくる。また、地元の温泉旅
館では、客が全く来ないと嘆きの声があがっている。

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響で工場のラインがすべて稼動で
きない状況となっている。また、７割の店舗で営業を
再開したものの、売上は約半分となっている。

木材木製品製造
業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災の影響が大きく、一般住宅の着工は部
材の不足や様子見の状況となっており、住宅部材は受
注減になっている。

出版・印刷・同
関連産業（経理
担当）

受注量や販売量
の動き

・３月の売上は前年同月比60％、４月は80％と、１年
で一番の稼ぎ時にもかかわらず、厳しい結果となって
いる。

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災以降、自動車メーカーの生産調整を受
け、一部ラインが停止している。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

取引先の様子 ・被災した企業はこれから先の状況が全く見えないよ
うな厳しい状況である。

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・主要荷主数社の復旧が予想以上に遅れており、早く
ても６月から、遅いところでは今年一杯かかる見通し
となっている。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・東日本大震災の影響が大きくなっている。

金融業（広報担
当）

取引先の様子 ・東日本大震災の影響により、直接被害がなかった地
域も自粛ムードで低迷している。しかし、震災直後と
比較すれば若干は改善してきている。

広告業協会（役
員）

取引先の様子 ・東日本大震災後、発注はばったり途絶えている。広
告会社は社員の自宅待機や早期退職の奨励などでしの
いできたが、ここに来て持ちこたえられず、廃業する
企業も出てきている。

広告代理店（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災以降、定期発行印刷物の中止、土産品
にかかわる包装紙や掛紙、パンフレット等の印刷物の
発注控え、広報活動の自粛などにより、仕事は全く見
えてこない。そのため、今月の売上は前年比40％減の
落ち込みとなる。

新聞販売店［広
告］（店主）

それ以外 ・東日本大震災で沿岸部を中心に壊滅的な打撃を受
け、水産業界を中心に施設設備が流出した。また、生
活者も相当数の家屋の流出や倒壊、約2,000人が不
明、死亡といった状況である。景気の動向以前の問題
に苦悩している。

経営コンサルタ
ント

それ以外 ・東日本大震災の影響により、３か月前と現在で景気
を測る尺度が断絶しており、時系列的に判断すること
には無理がある。

公認会計士 取引先の様子 ・東日本大震災の影響で、クライアント自体、会社を
流されたり、店舗が津波の被害を受けたりするなどし
ており、その損失処理で赤字が大幅に膨らんでいる会
社が多い。

コピーサービス
業（経営者）

それ以外 ・東日本大震災からの復興は道半ばという状況であ
る。

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災により、受注活動はほとんどできない
状況となっている。商品もそろわず、ただ一方的に送
られてきたものをそのまま割り当てて送っている。



その他企業［工
場施設管理］
（従業員）

取引先の様子 ・現在の状況は横ばい又は悪化してきている。東日本
大震災の影響で部材の確保が難航している。また、設
備などもまだ稼働できないところがあり、震災で遅れ
が生じたロットのリカバリーに追われ、震災前の水準
に戻っていない。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・損害保険会社や生命保険会社で震災特需が見られ
る。また、瓦礫の撤去の終了とともに作業員が戻って
きており、市内で停止していた案件、工事が徐々に動
き始めている。

変わらない 職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は引き続き増加しているものの、増加率
は鈍化している。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・水産加工会社や旅行産業、観光産業が軒並み採用を
ストップしている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・東日本大震災の影響から新規求人数が落ち込み、求
人倍率も15か月ぶりに前年同月を下回っている。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・一旦収まっていた休業などの雇用調整の実施に係る
相談が増加している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・東日本大震災の影響により、新規求人数は伸び悩ん
でおり、有効求人倍率も低迷している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・東日本大震災の影響による求人取消が増えている。
特に、ホテル、旅館業などは自粛の影響がまだ残って
いるため、採用を延期されたり、取り消されたりして
いる。また、製造業でも原材料が入荷せず、生産を停
止している状況が見られる。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・東日本大震災直後は離職者の発生は目立たなかった
が、４月に入り宿泊関連や製造業を中心に離職者が増
加している。

悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・東日本大震災により、稼働派遣社員の２割以上、派
遣先企業の２割弱が休業しており、業績に及ぼす影響
は大きい。

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・東日本大震災の影響が大きすぎる。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・東日本大震災発生後、被災地の経済、金が回ってお
らず、どの取引先も前向きではあるが具体的要素が少
ない。

アウトソーシン
グ企業（社員）

それ以外 ・東日本大震災以降、一般の仕事が全くない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・東日本大震災以降は景気全体が最悪の状態となって
いるが、求人数そのものは落ちるどころか、逆にやや
増える傾向にある。これは、支援を含め、震災特需業
種が当地域を重点に雇用の呼びかけをしているためで
ある。ただし、被災した企業においては、解雇や雇用
調整をするところ、あるいは会社自体がなくなったと
ころもある。

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・東日本大震災の影響で売上高が大幅に減少してい
る。震災後は前年同期比75％程度で推移している。今
年４月に新卒を１人採用し、９月にも１人予定してい
るが、取り止めるかもしれない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・東日本大震災により、県内企業の経済活動が連鎖的
に停滞し、全く動きがない状況になっている。特に、
春からの観光シーズンを前に、誘客が期待できない観
光関連事業者の打撃が大きくなっている。自動車や半
導体の工場は徐々に生産を再開しているが、本格的な
生産はまだまだこれからである。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・東日本大震災の影響で、新規求人が大幅に減少して
いる。また、雇用調整助成金の問い合わせや申請が増
加している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・東日本大震災による影響は計り知れず、景気は悪化
している。新規求人数は前年同月比で大幅に減少して
おり、５か月連続で減少している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・東日本大震災により、建物や工場の破損、物流関係
の麻痺、放射性物質による風評被害が起きている。

雇用
関連


